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 行動免疫システムに影響を及ぼす個人差の要因として、上記の研究 (Duncan & 
Schaller ,2009; Park, Schaller, & Crandall, 2007; Faulkner et al, 2004)でも用いられた感染脆弱意























































































































































 分析の結果、産地の主効果(F(1,40)=70.202, p=.000,η2 =.637)、予防行動×産地×感染嫌悪
(F(1,40)=7.045, p=.011,η2 =.150)の交互作用効果が統計的に有意であった。 
予防行動×産地×感染嫌悪について、感染嫌悪得点が高い参加者(+1SD)と低い参加者
(-1SD)に分けて検討したところ、感染嫌悪が低い人では、予防行動あり条件(外国産: M＝
4.173、日本産: M＝5.655)よりも予防行動なし条件(外国産: M＝4.08、日本産: M＝6.607)の方
が産地による購買意欲の差が大きく、感染嫌悪が高い人では、予防行動なし条件(外国産: M




























 分析の結果、産地の主効果(F(1,40)=71.704, p=.000,η2 =.642)、予防行動×産地 










 分析の結果、産地の主効果(F(1,40)=96.348, p=.000,η2 =.707)、予防行動×産地 
(F(1,40)=6.641, p=.014,η2 =.142)、脅威プライム×産地(F(1,40)=4.129, p=.049,η2 =.094)の交互作
用効果が統計的に有意であった。 


























Fig3 Y シャツの購買意欲(脅威プライム×産地) 
 
・スマートフォンの購買意欲 
分析の結果、産地の主効果(F(1,140)=273.112, p=.000,η2 =.858)のみが統計的に有意であった。 
 
統計的に有意な結果は認められなかった(Fs < , n.s.)。 
 
・机の購買意欲 
 分析の結果、産地の主効果(F(1,140)=165.808, p=.000,η2 =.806)のみが統計的に有意であった。 
 
・東京国際映画祭鑑賞チケットの購買意欲 


































































































































































・生鮮玉ねぎの購買意欲   
分析の結果、産地の主効果 (F(2,372)=629.333, p=.000,η2 =.772)、病気顕現性×産地







































分析の結果、産地の主効果 (F(2,372)=773.311, p=.000,η2 =.806)、病気顕現性×産地











































 分析の結果、産地の主効果 (F(2,372)=160.584, p=.000,η2 =.463)、病気顕現性×産地






















































分析の結果、産地の主効果 (F(2,360)=764.724, p=.000,η2 =.809)、病気顕現性×産地
(F(2,360)=3.952, p=.020,η2 =.021)、産地×感染嫌悪(F(2,360)=7.720, p=.001,η2 =.041)の交互作用
効果が統計的に有意であり、病気顕現性×産地×感染嫌悪×病気経験の辛さ(F(2,360)=2.639, 
























 分析の結果、産地の主効果 (F(2,360)=155.249, p=.000,η2 =.463)、病気顕現性×産地















































































































































































































  情報文化 好意度・衛生度 
ドイツ 4.48 5.98 
スウェーデン 3.17 5.70 
アメリカ 4.93 5.33 
シンガポール 3.71 5.21 
ノルウェー 2.87 5.50 
台湾 4.69 4.89 
ブラジル 3.22 4.28 
インド 3.38 3.82 
タイ 3.78 4.01 
ロシア 3.20 4.64 
ペルー 2.13 3.81 
韓国 5.23 4.48 
エストニア 1.78 4.10 
カンボジア 2.33 3.25 
ケニア 1.97 3.21 
南アフリカ 2.18 3.09 
エチオピア 1.82 3.38 
タンザニア 1.47 3.20 
バヌアツ 1.57 3.23 
モーリタニア 1.45 3.28 
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